



































































た人。 『鈴懸』は商業学校の生徒たちによって発行された文芸誌であった。あれから四年、水野謹吾はすでに一人前の商人（商業家）として活躍していたのか。閲覧の『素燒』は第三輯（大正一二年五月一〇日発行）一冊のみ。 「投稿規定」 には 〈種類
 創作、 評論〉 とあり、 また 「編輯のあと」 （謹
吾）に 〈詩歌の地方雜誌は無數にあります で、本誌創作と評論を主にしやうと思ふのです〉とある。同人は大嶽榮一、尾岐利之、川井鏗一、龜井仙吉、牧田幸七謹吾、樋口松雄、森隆夫、菅井乾藏の九人。次は主な目次である。












































 換口堂、 内田書店（宇都宮） 〉
の書店名が挙げられている。次は同号の主な目次である。





號作品批評」欄に乙部靜夫の評として〈地方文壇の先驅者成田元雄氏の編輯になるもので加藤保氏の戯曲 「吹雪の夜」は僅か六頁の中によくこれだけ充實した内容を盛り盡したと思はせる（東海朝日所載） 〉とある。また〈大和久雄氏の詩は「大和の詩」と直ぐ感じさせる美しいもの〉とも記されている。大和は『素燒』の項で少し紹介したこと ある詩人。武田靜人は明治三八（一九〇五）年生まれ、昭和七（一九三二）年、 『 意匠』を編集した。次は成田元雄「浩二の入院」の最初の一節である。
　
熱海の温泉が思つたよりよかつたので、浩二はもう





















































頽しきつた現社會を救ふ道が唯一であり、それが文藝敷及にある事は今更多辯を必要とするまでない分りきつた事だ、 その切ない緊急によつて必然的に生れ出たのが水泡だ〉と記されている。ま 「編輯後の所感」では〈現水泡は他のある誌の樣に新文時報のみであつてはならず、又研究誌に走つてはならず、それでゐて平凡な折衷に滿足が 來ない所謂郷土純文藝雜誌水泡獨特 ところが雜誌そのものとしてそのアトモスファイヤアとして現れてをらねばなら
ぬ、そこに編者の人知れぬ苦心があるので御座います〉と述べられている。　
さて、目次に登場する寄稿者のなかで私の知るのは安藤
直太朗のみ。彼は明治三六（一九〇三）年に現在の春日井市に生まれた。小学校教師を振り出しについに大学教授にいたった国文学者で『小野道風』 『蓑虫仙人』 『説話と俳諧の研究』 『 野径』などその著書も多い。次は「斷想」の一節である。
　
いつも夕日を浴びて歸宅する私はその足でしんとし
た部屋の中を二足三足もどかしさうに歩んだがふと立ち止まつた、其の時私はポケツトの中に一片の白墨をしかと握つてゐたのだつた。私は其れを す暗い洋燈の先に照してマヂ〳〵と見入つた、寸にも滿たぬ灰色の一片だ、其處に悲しい小學校教師の運命と煩悶とが暗示されてゐるではないか。吁、寸にも滿たぬ灰色の一片！私は何時迄もこの一片の白墨を握つて其の灰色の生活を續けて行かう するの 、私は頭をうなだれて沈思するのだつた。
　『水泡』創刊号には安藤直太朗の短歌が一〇首掲載されており、 〈こゝろよく笑ひて見たし日がひがな机に向ひ辭書繰り居れば／七十の兒童去りにし教室にわれ一人立つ冬
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順が『昭和文学盛衰史』のなかで〈 『朱雀』は、本多秋五が渡邊綱雄等と名古屋でやってゐた同人雑誌である〉と書いたもので、渡邊綱雄、今井銀次郎、小川安政、渡邊鈴彦、古川（松井）辰三郎が同人で、第二号より本多秋五と下郷羊雄が同人として参加した。すべて五中（熱田中學校）の生徒であった。学校の所在 の朱雀（南）の方位にあったことからの命名という。 『朱雀』は第八号をもって終刊した。同人メンバーについては拙著『名古屋近代文学史私考㈡』 （私家版・二〇〇六年五月発行）に記述した。　『中央文學』 第三巻第一号
･
復活号 （大正一五年九月発行）




































シュルレアリスム詩誌『シネ』に作品を寄せた詩人。落合茂、 丹羽安信は『燃燒』の項 紹介しとおり、 それぞれ詩人、映画評論家として活躍。鈴木惣之助は落合茂とともに民衆派詩人として活動した激情の詩人である。ま 、稻田廣之介 （裕） は 『黒猫』 の項で少し触れたが、 明治三五 （一九〇 ）年、半田に生まれ、日本大學藝術科に学び、知多新聞を経て朝日新聞記者となった。昭和五五（一九八〇）年 春、私は稻田から「私は大学在学中に須藤鐘 の『文藝道 や富澤有爲夫の『十字路』に関係し、そ 後、小説集『苦熱の粉末』と『渇望』を出版しました。名古屋発行 詩誌では『社會詩人』に詩を発表しました」 聴い 。　
実物はすべて未見であるが、大正一二（一九二三）年か





る。前記の拙著『名古屋近代文学史私考㈡』にそれらに関する記事を引用しておいた。 また大正一四年あたりには 『鷲の巣』 『惡魔』などもあっ らしいが、これらに関する詳細は不明である。　
以上、 『名古屋大正期文芸雑誌考』としてここに三〇種
ほどの文芸雑誌を取りあげたが、人物的には尾崎楓水（久彌）の活躍がもっとも眼をひいた。本 の尾崎久彌をはじめ、楓水、ひと 、封醉小史、鶴賀比佐彌などの筆名を駆使して研究論文、小説、戯曲、評論、随筆、詩、短歌、小唄など実に多岐にわたる内容の作品 『伴天連』 『明眸』 『胎動』 『第一歩』 『若き憧憬』 『燃燒』 『一つ星』 素燒 雲霧』に掲載したのであった。　
尾崎久彌の逝去後、夫人（尾崎千代野）によって『尾崎
久彌小説集』 （愛知県郷土資料刊行会
･
昭和四九年七月発
行）が発刊されたが、収録の小説や小唄などは量的に彼の創作活動のほんの一部にすぎない。詳細な 〝尾崎久彌年表〟も望まれるところである。
（きのした
　
しんぞう）
